
す

-
.0 

. 

タ
ケ
ナ
カ
竹
中
珠
洲
郡
南
方
の
内
の
小
手
。

タ
ケ
ナ
カ
イ
ヘ
Z

竹
中
伊
兵
衛
初
め
御
算
用

者
小
頭
と
し
て
八
十
石
を
党
け
、
文
政
元
年
組
外
に

列
し
、
三
年
五
十
.bを
加
へ
、
入
年
授
。
子
孫
相
纏

い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ケ
ナ
カ
ガ
ハ
竹
中
川
珠
洲
郡
南
方
の
う
ち

清
水
の
山
中
か
ら
流
出
し
、
南
方
の
う
ち
竹
中
に
歪

づ
て
織
に
注
ぐ
。
流
桂
一
粁
六
許
。
貸
脳
の
番
上
に

岡
崎
川
と
あ
る
も
之
に
同
じ
い
。
能
資
誌
に
、
『
往
来

に
橋
あ
り
。
竹
中
橋
と
呼
ぺ
り
o
穏
爪
に
竹
中
と
い

ふ
百
姓
あ
り
o
昔
は
川
端
厳
な
り
し
般
に
竹
中
と
唱

』
か
。
』
と
あ
る
。

タ
ケ
ナ
ガ
シ
ギ
ン
竹
流
銀
加
賀
務
初
期
の
活

用
銀
。
浅
野
屋
別
録
陶
緒
帳
に
、
『
御
領
同
取
誼
之
極

印
銀
、
花
ふ
り
・
竹
な
が
し
・
色
紙
・
短
加
等
吹
上
』
と

あ
る
か
ら
、
金
制
作
の
銀
座
で
吹
立
て
た
も
の
で
、
竹

を
潤
っ
て
鎚
型
に
用
ひ
た
の
で
あ
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
キ
竹
内
規
遜
癖
普
入
。
初
め
定

番
御
歩
か
ら
出
て
、
寛
政
十
年
新
番
御
右
策
見
習
と

な
り
、
文
化
九
年
新
知
百
石
を
突
け
て
組
外
に
列

し
、
次
い
で
大
小
勝
組
に
斡
じ
て
五
十
.
討
を
加
へ
、

天
保
六
年
致
仕
し
て
十
五
人
扶
持
を
党
け
た
。
子
孫

相
織
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ギ
ン
シ
ユ
ウ
竹
内
吟
秋
大
器
寺

の
入
。
文
雄
秋
に
作
る
。
逝
濡
源
三
郎
、
諒
は
知
推
。

務
侠
に
仕
へ
て
大
飽
方
従
日
付
加
入
・
邸
側
mm
校
銃
生

等
を
勤
め
、
機
十
五
依
を
受
け
た
。
又
舗
を
捌
文
節
・

小
島
春
目
指
に
習
ひ
、
明
治
の
後
陶
舗
に
従
事
し
、
石

川
練
工
業
製
校
教
師
に
任
じ
た
。
大
正
二
年
十
一
周

八
十
二
践
を
以
て
夜
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ケ
ン
ア
ン
竹
内
見
庵
大
器
寺
滞

留
。
寛
文
十
年
二
周
二
日
越
前
丸
闘
に
生
ま
る
o
元

職
三
年
矢
良
的
の
裂
後
を
受
け
て
本
多
民
じ
仕
へ
た

タ
ケ

が
、
後
僻
し
て
三
闘
に
移
り
、
更
に
加
賀
大
理
寺
に
鞠

じ
、
球
せ
ら
れ
て
百
三
十
.
討
を
党
け
る
に
歪
っ
た
。

見
庵
傍
ら
射
を
普
く
し
、
文
調
に
参
し
、
事
保
十
四

年
四
局
十
λ
日
六
十
践
を
以
て
浪
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ゲ
ン

F
ウ
竹
内
玄
同
大
型
寺
の

人
。
誌
は
正
幹
、
脱
は
商
披
。
長
崎
に
遊
ん
で
簡
を

ジ

1
ボ
ル
ト
に
町
駅
び
、
安
政
五
年
江
戸
の
お
玉
J
掴

に
種
宿
所
を
聞
き
、
七
用
幕
附
の
奥
髄
師
と
な
り
、

法
印
に
叙
し
、
謂
川
院
と
稽
し
た
。
文
久
元
年
十
周

幕
肘
麓
短
所
を
牧
め
て
直
輔
の
西
洋
館
製
所
と
な
す

に
及
び
、
玄
同
亦
そ
の
教
授
と
な
り
、
二
年
伊
東
玄

朴
と
共
に
取
締
に
踏
め
ら
れ
た
。
明
治
十
三
年
十
一

周
十
二
日
夜
、
事
年
七
十
六
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ゴ
ン
Z

ン
武
内
織
固
珠
洲
郡
鵜

飼
妙
厳
寺
十
六
代
の
住
持
。
幼
名
永
丸
、
長
じ
て
正

岡
と
い
ひ
、
後
本
願
寺
法
主
の
偏
名
を
得
て
搬
聞
と

稽
し
た
o
態
周
・
翠
芸
軒
・
含
翠
軒
、
制
開
会
崎
潜
入
等

と
鋭
し
、
俳
名
を
生
聞
と
い
ひ
、
叉
替
を
米
施
に
製

ぴ
、
簡
を
も
描
い
た
。
明
治
廿
五
年
一
一
T
Hサ
四
日
八

十
二
践
を
以
て
寂
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ジ
ユ
ウ
ロ
ベ
Z

竹
内
+
郎
兵
衛

御
歩
か
ら
御
歩
小
頭
に
滋
み
、
新
知
入
十
石
を
領
し
、

諸
政
元
年
三
十
人
顕
と
な
白
、
七
十
石
を
加
へ
、
文

化
二
年
波
。
子
孫
相
縞
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
チ
カ
ア
キ
ラ
竹
内
観
自
活
稽
源

太
夫
・
亦
一
。
元
文
五
年
新
番
と
な
っ
て
、
前
悶
璽
m
m

の
近
習
を
勤
め
、
寛
延
四
年
表
向
に
時
じ
、
寛
政
二

年
新
知
百
石
を
領
し
て
組
外
に
列
し
た
。
子
探
相
継

い
で
滞
に
仕
へ
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
チ
チ
カ
ト
モ
竹
内
親
知
大
畠
寺
務

士
。
遁
穏
要
助
・
牢
左
衛
門
と
稽
し
、
字
は
君
哲
、

厨
居
を
閑
俗
亭
と
い
う
た
。
明
和
五
年
七
局
九
日
生

駒
十
郎
兵
衛
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
安
永
十
年
悶 ‘ー

五
周
竹
内
規
則
に
養
は
れ
た
。
二
十
歳
に
し
て
江
戸

に
赴
き
、
初
め
て
泉
盤
洲
の
門
に
感
ん
で
経
史
に
泡

じ
、
務
か
ら
そ
の
勉
感
の
功
を
質
せ
ら
れ
、
寛
政
八

年
家
を
織
ぎ
、
旅
八
十
石
を
受
け
、
糊
場
事
行
・
作

事
奉
行
等
の
砲
を
経
て
頭
並
に
列
し
、
天
保
五
年
六

周
致
仕
し
、
九
年
十
一
周
四
日
を
以
て
授
。
享
年
七

十
一
。
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ツ
グ
ア
ザ
竹
内
世
鋼
大
聖
寺
務

士
。
親
知
の
子
。
溜
稽
要
助
・
櫨
左
衛
門
。
初
詩
如

質
、
後
悦
網
と
改
め
、
私
に
世
袋
と
も
書
い
た
。
字

誌
鏑
矢
叉
は
思
永
、
甘
節
婿
・
洗
心
堂
・
琴
湖
・
槍
閑
・

漏
水
の
践
が
あ
る
。
悦
綱
幼
に
し
て
家
患
を
習
ひ
、

一
一
十
四
歳
江
都
に
出
で
、
亀
岡
鵬
鷲
・
古
賀
伺
庵
を

師
と
し
、
叉
貨
を
大
田
錦
城
に
執
り
、
交
政
三
年
十

周
務
侯
世
嗣
利
極
の
侍
識
と
な
り
、
天
保
十
一
年
刺

.
奈
か
儒
臣
に
命
じ
て
経
容
を
欝
ぜ
し
め
た
時
江
守
長

順
と
共
に
曾
瞭
と
な
っ
た
。
安
政
二
年
務
校
時
習
館

創
立
の
際
亦
曾
顕
に
任
じ
、
穂
十
石
を
加
へ
て
九
十

石
を
受
け
た
が
、
高
延
元
年
六
周
老
齢
の
放
を
以
て

侍
髄
専
務
と
な
り
、
文
久
元
年
致
仕
す
る
や
慰
努
と

し
て
白
鋭
五
枚
を
賜
は
り
、
そ
の
侍
組
閣
た
る
こ
と
故

の
如
く
で
あ
っ
た
。
二
年
五
周
二
十
八
日
夜
、
事
年

七
十
三
0

・

タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
リ
カ
タ
竹
内
儀
方
通
講
義
太

夫
。
御
歩
よ
り
闘
で
、
小
顕
に
滋
ん
で
新
知
百
一
告
を

領
し
、
事
和
九
年
坊
主
顕
に
任
じ
、
文
化
三
年
三
局

七
日
夜
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
ハ
ノ
竹
の
上
野
期
羽
咋
郡
協
の
上
野

を
往
古
竹
の
上
野
と
呼
ん
だ
と
い
ふ
。
大
永
六
年
十

周
一
宮
枇
務
取
年
賀
米
銭
納
般
に
一
宮
分
竹
上
野
と

見
え
る
。

タ
ケ
ノ
ウ
ラ
竹
の
浦
名
所
方
角
抄
に
、
『
加
質

問
分
。
竹
J

捕
、
泊
あ
り
。
但
今
は
捕
に
成
て
泊
な
ど

も
な
し
。
海
濯
に
廷
の
浦
よ
り
東
に
た
ち
花
と
い
ふ

宿
あ
り
。
是
よ
り
は
る
か
に
北
に
竹
の
捕
あ
b
と
申

儒
な
り
。
』
と
あ
る
。
江
沼
志
稿
の
一
設
に
吉
崎
・
誼

屋
・
瀬
越
・
永
井
が
之
に
鹿
す
る
と
い
ふ
が
、
臆
〈
こ

の
附
涯
の
海
・
避
を
き
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
笈
憩
紀

聞
に
永
井
村
永
弁
橋
の
ほ
と
り
を
竹
の
捕
と
い
ふ
と

あ
る
の
は
、
吉
崎
の
潟
が
こ
L
ま
で
入
込
ん
で
居
た

と
の
設
に
基
づ
く
も
の
で
請
け
難
い
。

ダ
ケ
ノ
カ
ン
ノ
ン
録
の
観
一
両
日
鹿
島
郡
畿
日
に

在
っ
て
、
獄
の
宮
と
も
い
ふ
。
常
凶
三
十
三
番
の
札

所
の
第
三
番
で
あ
る
。
貞
事
由
来
替
に
は
管
忍
出
峰

神
社
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
信
じ
難
い
。
今
は
獄
神

社
と
い
ふ
。

タ
ケ
ノ
ツ
竹
ノ
津

J
タ
キ
鶴
ハ
羽
咋
〉
。

タ
ケ
ノ
ハ
シ
竹
ノ
橋
河
北
郡
弁
上
庄
に
因
す

る
部
務
。
義
経
記
に
、
『
あ
を
が
崎
の
橋
を
越
て
、
た

け
の
尚
一
跡
一
柑
喝
・
く
り
か
ら
山
を
経
て
云
々
。
さ
て
そ

の
日
は
竹
の
橋
に
泊
り
給
ひ
て
、
あ
く
れ
ば
く
り
か

ら
山
を
越
て
云
々
。
』
叉
源
平
脱
袋
杷
襟
永
二
年
に
、

『
加
賀
凶
弁
家
・
津
掃
多
・
荒
井
・
関
野
・
竹
橋
云
々
ま

で
述
た
り
。
』
と
あ
る
。
村
の
う
ち
に
竹
の
橋
と
稿

す
る
橋
が
あ
っ
た
か
ら
、
邑
名
と
な
っ
た
の
で
あ
ら

o
 

'
H
F
 タ
ケ
ノ
ハ
シ
ガ
ハ
竹
ノ
橋
川
河
北
部
な
る
・
部

幡
川
の
上
減
、
竹
J

橋
都
wm
附
匙
か
ら
東
荒
屋
に
至

る
聞
を
い
ふ
。
三
州
大
崎
町
水
絡
に
、
『
町
中
ハ
竹
橋
〉
に

小
川
有
。
長
さ
三
問
。
こ
の
織
を
竹
J

織
と
い
ふ
也
。
』

と
見
え
る
。

タ
ケ
ノ
ハ
シ
ジ
ヨ
ウ
竹
ノ
橋
按
一
名
源
入
城
。

河
北
郡
竹
，
橋
村
と
原
村
と
樹
接
す
る
践
に
在
っ
た
。

欝
永
二
年
平
軍
こ
L
に
鵠
り
、
実
正
十
ご
年
佐
々
成

政
加
賀
に
侵
入
の
際
、
竹
J

栂
吉
倉
山
に
陣
し
た
と

い
ふ
の
も
恐
ら
く
こ
L
で
あ
ら
う
。
越
脅
賀
三
州
志

五
一
五


